
令和５年度 インフルエンザ予防接種事業のご案内
当組合では、インフルエンザウイルスによる感染及び重症化や合併症を予防することを目的とし、予防接種費用に対する

補助事業を行っております。

10月からは、東振協※契約医療機関での予防接種を実施いたしますので、ご案内申し上げます。

昨シーズンは３年ぶりにインフルエンザの流行が見られました。インフルエンザに対する免疫が低下している方も多く、
重症化リスクの高まりも懸念されております。この冬も流行の恐れがありますので、感染及び重症化予防のため、ぜひ早め
の接種をお願い申し上げます。なお自治体補助制度により自己負担無料で接種する場合、当組合の補助は受けられませんの
でご注意ください。

※東振協…(一般社団法人)東京都総合組合保健施設振興協会の略称。
東京都における総合健康保険組合の疾病予防・健康増進・保健指導宣伝等の保健施設事業を
共同化し、より合理的・効率的に行うことにより、健康保険制度の円滑な運営に資し、
組合員等の健康の保持増進と生活の安定・向上に寄与することを目的として設立された団体。

A.東振協契約医療機関での接種
・東振協契約医療機関で予防接種を受ける際に必要な利用券はマイヘルスウェブ（以下「MHW」）からのみ出力可能です。
電機健保HP、東振協HPからは出力できませんのでご注意ください。（出力方法は操作マニュアル参照※）

・「東振協専用インフルエンザ予防接種利用券（院内・集合予防接種用）」及び「東振協専用インフルエンザ予防接種
利用申込書（出張予防接種用）」に設けられている個人情報同意欄について、利用の際は必ず同意チェック（✓）が
必要です。

・インフルエンザ流行のピークは例年1～３月頃となっており、ワクチンの予防効果が期待できるのは接種した2週間後から
5カ月程度と考えられています。利用券の有効期限は3月末までですが、なるべく年内の接種をお心掛けください。

B.補助金（最寄りの医療機関で接種）による実施
・契約医療機関外で接種した場合の補助金交付申請については、郵送による手続きの他、MHWでも簡単に申請手続きが可
能ですので、申請にはぜひMHWをご利用ください。（補助金交付申請のお手続き方法は、操作マニュアル参照※）

※操作マニュアルは「個人用」と「事業所用」があります。MHW事業所管理画面へログインのうえご確認ください。

ご 注 意
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インフルエンザ予防接種補助利用方法 ・接種費用の領収書は、当組合指定の「領収書（インフルエ
ンザ予防接種料）」を使用し、医療機関の証明を受けてく
ださい。
（確定申告にインフルエンザ予防接種領収書が必要な方は
写しを組合へ提出してください。）

・当組合指定の「領収書（インフルエンザ予防接種料）」に
医療機関の証明を受けられない場合には、医療機関所定の
領収書を発行していただいてください。組合への補助金申
請の際には、組合指定の「領収書（インフルエンザ予防接
種料）」の記入欄（記号番号・氏名・生年月日・性別・本
人家族の別・接種日・金額）を記入の上、医療機関発行の
領収書を貼付して提出してください。

領収書の貼付により、下
段の「医療機関証明欄」
の記入は必要ございませ
ん。但し、領収書に氏名
の記載があることを確認
してください。

※医療機関の証明が
受けられない場合

2補助対象は、同一年度内にA・Bいずれかの方法で、1回の接種のみです。

MHWでの手続き方法の詳細は操作マニュアルをご参照ください。



A．東振協契約医療機関で受ける

◎ 対 象 者 被保険者・被扶養者

◎ 実施場所 契約医療機関

◎ 補助金額 １，０００円（１名につき）

※予防接種料金から補助金額（1,000円）を引いた差額を医療機関の窓口でお支払いいただきます。

１．実施期間 院内・出張予防接種：令和５年１０月～令和６年３月

集合予防接種：令和５年１１月～１２月

２．接種医療機関 契約医療機関は、東振協ホームページ

https://www.toshinkyo.or.jp/influenza.htmlのダウンロードリスト欄よりご確認ください。

(9月1日より確認可能となります。)

３．実施方法 下記の3通りの方法について、医療機関へ予約後、利用券等の発行をMHWで行ってください。

予約については東振協ホームページ、利用券発行方法は操作マニュアルをご参照ください。

院内予防接種・・・医療機関で接種を受ける方法

◇ 申込受付期間 令和５年９月～

◇ 接種実施期間 令和５年１０月～令和６年３月

集合予防接種・・・予防接種会場で接種を受ける方法

◇ 申込受付期間 令和５年９月～

◇ 接種実施期間 令和５年１１月～１２月

出張予防接種・・・医療スタッフが事業所に出張して接種する方法

◇ 申込受付期間 令和５年９月～

◇ 接種実施期間 令和５年１０月～令和６年３月

1.医療機関へ予約
2.MHW個人画面もしくは事業所管理画面にて申込み
3.利用券（P6①）をプリントアウト
4.接種時に医療機関または会場へ「利用券」と「保険証」を持参

1.医療機関へ予約（お申込み前にP7④をお読みください）
2.MHW事業所管理画面から専用の「申込書」と「名簿」
（P6②③）をプリントアウト
3.接種当日「申込書」と「名簿」を医療機関へ渡す
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４．その他

・利用券での接種にあたり、東振協による個人情報取り扱いへの同意が必要です。（P8⑤参照）

・WEB環境がない個人の方への利用券の発券は、事業所管理画面から行っていただきますようお願いします。

・インフルエンザ予防接種は、同一年度内にＡ，Ｂいずれか１種類、１回のみが健康保険組合からの補助の対象となります。２回法で実施

の場合でも、当組合からの補助は年度内１回のみとなります。なお、接種日当日に健康保険の資格を喪失している場合は利用できません。

・MHWで当組合へ申込後、接種の予約をキャンセルをした場合は、組合でキャンセル処理が必要となりますので、必ずご連絡ください。

B．最寄りの医療機関で接種し補助金請求

◎ 対 象 者 被保険者・被扶養者

◎ 実施場所 希望する医療機関

◎ 補助金額 １，０００円（１名につき）

※接種金額が補助金額より少ない場合は、実費金額を補助します。

※２回法での接種であっても、補助金の対象は年度内１回のみです。

１．接種期間 令和５年４月１日～令和６年3月３１日

２．接種医療機関 最寄りの希望する医療機関で接種してください。

３．補助金交付申請最終提出期限 令和６年４月５日（金）（厳守）

４．申請方法 ・MHW事業所管理画面から申請・・操作マニュアルをご参照ください。

・申請書の郵送による申請

① 接種を受ける方は、保険証と健康保険組合指定の「領収書（インフルエンザ予防接種料）」

(P9⑥)を医療機関に持参し、医療機関の証明を受けてください。

②「領収書（インフルエンザ予防接種料）」を被保険者の勤務先の健康保険ご担当の方にお渡しください。

③ ご担当の方は、接種を受けた方から提出された「領収書（インフルエンザ予防接種料）」をとりまとめ、

事業所単位で「補助金交付申請書」(P9⑦)を作成し、健康保険組合にご提出ください。 4



５．その他

・接種費用の領収書は当組合指定の『領収書（インフルエンザ予防接種料）』を使用してください。

・被扶養者が接種した場合の補助金申請も、被保険者の勤務先を通じて行っていただきます。

・インフルエンザ予防接種は、同一年度内にＡ，Ｂいずれか１種類、１回のみが健康保険組合からの補助の対象となります。２回法で実施の

場合でも、当組合からの補助は年度内１回となります。

・接種日当日に健康保険の資格を喪失している場合は申請できません。

・厚生労働省で承認されていないワクチンは補助の対象外となります。

◆事業所ご担当者様へのお願い（必ずお読みください）◆

・年度末近くに年度分をまとめて申請されますと、書類に不備があった場合に書類のやり取り等で年度内の支払に間に合わなくなります。

当組合への申請は一括申請ではなく、分けて申請いただきましても支障はございませんので、ある程度集まりましたら、その都度

お早めに申請くださいますようお願いいたします。

・当組合指定の領収書への記載は漏れのないようお願いします。

・重複接種や資格喪失後の接種が後日判明した時は、補助金額を請求させていただきますので予めご了承ください。

・「A.東振協契約医療機関での接種」の申込をされた方は、「B.補助金申請」はできませんので、補助金申請時に対象者へご確認をお願い

します。なお「A.東振協契約医療機関での接種」で当組合への申込後にキャンセルされた方がいらっしゃる場合は、組合までご連絡ください。

・自治体補助制度により自己負担無料で接種する場合、当組合の補助は受けられませんのでご注意ください。但し、自治体の補助を受けた

うえで、自己負担額が発生する場合、1,000円を上限として当組合の補助金制度をお使いいただけます。補助金申請時には、とりまとめ

時に領収書と併せて自治体補助の利用の有無の確認、補助ありの場合は補助額の記載（余白で構いません）を行っていただきますよう

お願いいたします。
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